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忠
へ
と
や
軒
端
の
松
も
音
す
ど
し
は
れ
行
〈
夜
牛
の
悶
の
名
残
を

て
松
月
苛
に
賠
づ

十
二
日
は
先
考
の
忌
固
な
れ
ば
、
松
月
苛
陀
詩
で
て
。

在
し
世
陀
問
と
し
雲
の
袖
な
ら
ば
な
ど
か

t
斗
り
萎
れ
は
つ
べ
き

邸
宅
の
後
、
柳
陀
醤
の
か
a
A
D

た
る
を
見
て
。

是
も
叉
花
陀
あ
ら
モ
ム
色
な
ら
め
ゃ
な
ぎ
の
来
に
か
A

る
し
ら
雲

一
、
東
叡
山
際
茶
の
依

去
月
廿
一
日
東
叡
山
の
浪
陥
へ
上
枝
御
成
、
反
刻
御
出
午
後
刻
還
御

也
。
先
づ
林
氏
周
史
館
の
内
新
卒
迄
被
成
御
座
、
御
長
袴
陀
て
御
上

骨
廿
御
界
館
、
老
中
阿
部
蚊
後
守
・戸
附
山
披
守
摘
脱出
、
町
家
品
山
民
都

大
師
執
附
御
飲
師
、
牧
野
備
後
守
・刊
品
目
多
見
事
相
狭
苛
御
叙
持
之
。
共
外

老
中
・若
年
寄
・
御
小
姓
衆
皆
庭
上
陀
侍
ひ
、
軍
て
閤
史
館
へ
渡
御
、

弘
文
院
緊
常
見
益
拝
領
に
て
書
経
免
典
を
鱗
酬
押
す
。
臨
時
の
務
茶
執

行
有
之
。
御
成
前
柳
津
出
羽
守
・南
部
遠
江
守
を
以
て
、
聖
堂
へ
銀
妥

一一
・奇
南
脊
払
献
、受
中
の
酒
を
以
て
御
飲
稲
被
成
候
。
時
穆
了
て
御

雪
深
き
宿
も
軒
端
の
梅
が
え
に
今
朝
た
つ
春
の
い
ろ
は
見
え
け
り

目
、
再
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下
飼
い
つ
会
主
か
ま
し

降
容
の
花
の
浪
た
つ
は
る
か
ぜ
や
白
棋
を
と
え
て
先
わ
た
る
ら
ん

図
っ
か
ぜ
公
だ
や
か
に
し

τ、
図
民
の
剖
れ
徳
に
な
っ
き
侍
る
と

い
と
ま
め
や
か
な
れ
ば
、
長
も
ひ
っ
ピ
け
侍
り
け
る
。

〈
に
民
の
か
ま
ど
の
煙
た
ち
そ
ひ
て
援
も
ふ
か
き
都
は
来
に
け
り

と
の平

山
骨
飯

明
モ
む
る
袋
井
を
株
や
わ
た
る
ら
ん
後
陀
〈
も
る
や
ま
あ
ゐ
の
室

一
、
三
尺
と
鋭
す
る
界
風
の
儀

古
来
抑
晶一三
尺
-界
風
は
、
符
a

四
尺
七
寸
-
の
曲
、
出
所
有
之
事
の
回
M
御

直
の
仰
非
嫡
。
此
事
国
s
秘
磁
の
俄
-
乍
ν
恐
肥
川凪也
。
昌
興

て

山
答
漸
泊

五
日
蒼
天
甚
快
晴
。

日
和
岡
山
援。

山
容
漸
泊
。

山
の
端
陀
積
り
し
容
も
き
え
一
初
て
の
ど
か
に
わ
た
る
け
さ
の
都
風

ま
と
と
あ
る
礁
の

と
h

ろ
を
し
ら
雲
の
光
や
は
ら
ぐ
今
朝
の
山
風

山
の
端
も
今
朝
ぞ
霞
陀
色
モ
へ
ぬ
昨
日
は
う
と
き
稼
陀
も
有
し
か

う
づ
も
れ
し
谷
の
柴
橋
容
と
け
て
あ
ら
は
れ
わ
た
る
今
朝
の
春
風

一
、
来
長
仰
来
の
文
忍

可
制
小
股
容
刈
七

六
九
八

吸
物
御
盃
護
陀
て
、
弘
文
院
悲
常
御
益
頂
獄
、
且
叉
御
磯
子
三
帯
有

之
、
御
仕
舞
被
遊
、

容
常
老
母
井
妥
へ
般
物
有
之
、
御
太
刀
・馬
・御

栂
・嘉
肴
献
上
也
。

一
、
御
組
先
牌
前
へ
新
設
被
献
候
事

是
歳
六
月
越
中
よ
り
新
米
献
之
。
此
時
老
中
泡
被
命
候
は
、
如
此
の

同聞
は
先
づ
仰
組
先
の
御
牌
前
へ
可
被
獄
事
と
思
召
候
。
新
殺
の
認
桜

起
も
、
年
寄
中
愈
殻
陀
て
出
来
、
御
使
帯
主
以
費
削
寺
迄
被
遣
、
日

徳
公
御
牌
前
へ
被
備
候。

向
後
新
米
の
外
新
果
・新
茶
得
必
十
可
被

献
と
の
儀
。
八
月
八
日
梨
資
一
節
宛
、
高
値
幅
公
・瑞
範
公
・微
妙
公
・脇

氏
公
・天
徳
夫
人
・清
泰
夫
人
御
牌
位
へ
被
備
、
各
御
依
存
勘
之
。
赴

等
の
趣
今
年
新
陀
被
命
也
。
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む
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四
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の
此
方
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引
ぞ
わ
づ
ら
ム
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、
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巳
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旦
試
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海
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む
と
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じ
と
と
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部
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む
か
し
宗
長
所
持
の
文
芸
、
横
山
左
衛
門
忠
次
の
家
に
俳
来
せ
し

弓EF聖を
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る 駄に ・-

と
也
。
此
事
山
本
孫
八
郎
惟
明
が
諮
り
し
に
よ
っ
て
附
之
。
慾
脳
附
ι

佐
々
菩
藤
次
正
業
一
許
借
之
事
を
政
右
陀
建
し
け
る
に
、
則
可
a
恩
借
-

と
也
。
依

τ迭
=刊百於
正
業
一
件
之
文
豪
借
之
。
如
此
名
ロ
川
守
閣
に
申

保
、
頗
非
=
本
意
日
の
間
勝
膝
一
首
を
詠
す
。

昔
時
柴
口
配
老
人
所
副
棋の
文
益
、
往
年
政
布
雑
丈
被
般
世
の
よ
し、

体
聞
き
侍
り
し
ま
L
相
官
時
許
俗
世
U
L
侍
る
と
て
。

う
つ
し
訟
き
て
我
も
昔
を
忍
ば
h

や
嶺
の
柴
屋
の
月
の
ひ
か
り
を

一
、
株
光
川
県
a

比
類

十
八
日
都
光
無
=
比
類
-
れ
ば
詠
じ
侍
る
。

四
方
の
益
〈
も
ら
ぬ
容
の
光
か
な
鍍
は
そ
れ
と
た
ち
わ
た
れ
ど
も

一
、
詠
'
献
a

紅
梅
-

廿
七
日
頃
儀
袋
特
陀
蓋
し
。
紅
続
咲
た
る
を
御
専
の
庭
、
出削
川
安
左

術
門
治
資
が
宿
の
梅
咲
た
る
よ
し
に
て
献
之
。
花
好
花
也
。
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